




On the Frequency of the Groove Pattems on the OcCl usal Surface of the Lower Premolar Teeth













































































































































































右 左 n（ ％）
、’ 、’ 68（58．12）
u u 12（10．26）
H H 8（ 6．84）
Y Y 5（ 4．27）
V 、’ 1（ 0．86）
、’ V 1（ 0．86）
v u 5（ 4．27）
u 、’ 5（ 4．27）
V u 1（ 0．86）
、’ H 1（ 0．86）
H 1∫ 1（ 0．86）
V H 1（ 0．86）
1’ Y 3（ 2．56）
V Y 1（ 0．86）
Y u 2（ 1．71）

































































Vu 1（ 0．86） 1（ 0．43）
VH 2（ 1．71） 2（ 0．86）
VY 1（ 0．86） 1（ 0．86） 2（ 0．86）
uu 4（ 3．42） 5（ 4．27） 9（ 3．85）
uH 6（ 5．13） 6（ 5．13） 12（ 5．13）
uY 9（ 7．69） 9（ 7．69） 18（7．69）
Hu 6（ 5．13） 6（ 2．56）
HH 3（ 2．56） 4（ 3．42） 7（ 2．99）
HY 6（ 5．13） 4（ 3．42） 10（4．27）
Y u 4（ 3，42） 2（ 1．71） 6（ 2。56）
Y H 2（ 1．71） 6（ 5．13） 8（ 3．42）
YY 1（ 0．86） 3（ 2．56） 4（ 1．71）




















































N n（％ ） n（％　） n（％　）




タ ジ イ ク
（アフガニスタン人）
〃 20 7（35，00） 9（45．00）4（20．00）
日 本 人 上　条 114 26（22．81）45（39．47）43（37．72）
日 本 人 酒井・花村・大野 185 26（14．05）104（56．22）55（29．73）
ノ、 ワ イ 人 酒　井　♂ 88 10（11．36）43（48．86）35（39．77）
♀ 105 10（9．52）61（58．10）34（32．38）
アフガニスタン人27％，そしてハワイ人10％であ
る．H型は日本人（上條51）の値とほぽ同様であ
り，Y型は日本人（酒井他7，）の値とほぼ同様で
ある．
　また，アフガニスタン人よりY型がやや多い．
すなわち，インド人の30％に対し，パストウンは
18％，タジィクは20％である（表7）．
考 察
1　ド顎小臼歯の咬合面溝
　上條5Jは下顎第1小臼歯の咬合面溝をN∫，　Uと
H型の3型に分類したが，Churchil13‘はニケ月型
（U型）にV型があるという．そこで，上條の分
類にV型と第2小臼歯にみられるY型を加えて5
型として観察したがV型は左右対称的に現われる
ことがなく第2小臼歯にも分類がないのでU型と
し，），U，　HとY型の4型とする．そして，下
顎第2小臼歯はBlack－Zeis・Nuckolls一上條
のU，HとY型の3型である（図10，11）．
　そこで，下顎小臼歯の咬合面溝の共通の形態は
、1，U，　HとY型の4型となり，）型ぱ犬歯に類
似，UとH型は中央溝があ1）　，上顎小臼歯にもみ
られるので小臼歯型としY型を大臼歯に類似した
型としたい．ただ，、／型が第2小臼歯にみられな
いことと第1小臼歯のV型とY型の区別がむずか
しい例がみられた．
2　人種差
　機能上小臼歯は犬歯と大臼歯の中間の役をな
し，犬歯は食物を引き裂く刃物として，大臼歯は
描りつぶす役をなすという．犬歯に類似した形の
‖
、ダ噸
図9　第1’」・臼歯の咬合面溝がH型，第2小臼歯がH型．
図10：第1小臼歯の咬合面にみられる溝型、
図川：第2・」・臼歯の咬合面にみられる溝型．
20 恩田他：下顎小臼歯の咬合面にみられる溝型の出現率
小臼歯を多く有する人種は肉食を主とした人種と
考えられ，また，大臼歯に類似した形の小臼歯を
多く有する人種は草食を主とした人種と考えられ
る．
　第2小臼歯でインド人にU型がやや多いという
ことはそれだけ日本人や他の人種より古くから肉
食を多くとったということであろう加
　　　　　　　　結　　　　論
　インド人頭蓋骨117例を用いて下顎小臼歯の咬
合面溝を観察した．
L下顎第1小臼歯の咬合面溝は、∫型が65．4％，
U型が16．7％，HとY型が各々8％，そして，　V
型が2．1％であった．
2．下顎第2小臼歯の咬合面溝の形はH型が
39％，そして，U型とY型が各々30％つつ存在し
た．
　インド人のU型の出現率は日本人，アフガニス
タン人やハワイ人より高率であった．
3．下顎第1小臼歯の右側と左側の咬合面溝の形
は、ハ∫型が58％，UU型が10％，　HH型が7％で
YY型が4％である．そして，左右対称型は79％
みられた．
4．下顎第2小臼歯の右側と左側の咬合面溝の形
はHH型が35％，　YY型が27％，そして，　UU型
が25％みられ，また，左右対称型は86％であった．
5．側別にみた下顎第1と第2小臼歯の咬合面溝
はVH型が27％，、∫U型が22％，、∫Y型が16％，
UY型が7．7％，　UH型が5．1％でUU型が3．9％
であった．第1小臼歯がU型の場合，第2小臼歯
の3型のうちY型が最も高率にみられる．
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